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　　　少人数グループで、蜂の羽音のように活発に話し合い考えを出し合う方法　

※1948年（アメリカ）ヒルスディル大学　ドナルド・フィリプス学長が考案しました。

【別名「６・６討議法」とも呼ばれます】　
　　　６人のメンバーで　６分間、話し合いをします
　　　　　・　多くの人に発言をしてもらうことができる
　　　　　・　共通のテーマをもとに意見を出し合うことができる
　　　　　・　意見を出し合うことで新しい考えを引き出すことができる
　　　　　・　テーマに対する見解について概要をまとめることができる

【具体的方法】
①　共通のテーマを用意します 

②　個々に考えを持たせます

③　６人を上限としてグループを作ります
④　各グループことに考えたことをたくさん出し合います 

※　一人一人が多く発言できるようにします

※　出された意見に批判をしないのが約束です

⑤　６分間の話し合い後グループの代表者に話し合いの概要を

発表してもらいます

※　発表者は意見を１つにまとめる必要はありません

⑥　グループごとに順番に発表してもらい共通理解を図ります

※　学校の場面では６人の人数にこだわらず２人のペアから６人まで

実態に応じた人数で行うことが大切です

【こんな時バズセッションは有効です】
●　新しいグループでお互いを知り合う時

●　多様なアイデアを出し合う時
●　考えの方向性を捉える時
●　全体討議を活性化する時
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